8-5　設計内容（要点）記載表
　設計内容（要点）記載表 1.1（設計目的・主旨等 1/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	設計区分
	
	 □構想設計　　□基本設計　　■実施設計
	 P.1
	
	V

	設計工種
	
	 □路線計画設計　　■  設計
	 P.1
	
	V

	設計範囲
	設計始点
	測点 ＮＯ．１０＋　０．０        上坑口　測点 ＮＯ．１０＋　６．０
	 P.1
	
	V

	
	設計終点
	測点 ＮＯ．１０＋９４．０        下坑口  測点 ＮＯ．１０＋８８．０
	 P.1
	
	V

	設計内容
	現地調査
	 ■有 ・ □無　設計開始時点、細部設計時点に行う。
	 P.6
	
	V

	
	資料検討
	 ■有 ・ □無  実施設計のための貸与資料を検討する。
	 P.2
	
	V

	
	基本条件の検討
	 ■有 ・ □無  全体計画書より基本条件を整理する。
	 P.24
	
	V

	
	断面及び勾配の検討
	 ■有 ・ □無  最小施工断面　2r = 1.8 m に決定。
	 P.33
	
	V

	
	水理解析
	 ■有 ・ □無  流速          V = 1.569 m/s
	 P.49
	
	V

	
	トンネルタイプの判定
	 ■有 ・ □無  B2,C,D2タイプの3タイプを判定。
	 P.57
	
	V

	
	支保工及びライニングの設計
	 ■有 ・ □無  Ｈ－１００　φ８９.１
	 P.72
	
	V

	
	吹付ロックボルトの設計
	 □有 ・ ■無  該当無し、小断面トンネルのため山岳工法による。
	  ―
	
	

	
	裏込注入計画
	 ■有 ・ □無  エアーモルタル　注入圧　19.61 KN/cm2
	 P.88
	
	V

	
	構造計算
	 ■有 ・ □無  Ｄ2タイプ、坑門工、ＯＴ
	 P.74
	
	V

	
	構造図作成
	 ■有 ・ □無  構造計算に基づき、構造図を作成する。
	 
	
	V

	
	配筋図作成
	 ■有 ・ □無  上記構造図の配筋図を作成する。
	 
	
	V

	
	付帯構造物
	 ■有 ・ □無  タラップ、坑門工
	 P.94
	
	V

	
	付帯構造図作成
	 ■有 ・ □無  タラップ、坑門工の構造図作成。
	 
	
	V

	
	平面縦断図作成
	 ■有 ・ □無  縦平面図を作成する。
	 
	
	V

	
	標準断面図作成
	 ■有 ・ □無  タイプ判定、構造計算により標準断面図作成
	 
	
	V

	
	坑口土工図作成
	 ■有 ・ □無  坑口土工図　S=1/100 作成する。
	
	
	V


　設計内容（要点）記載表 1.1（設計目的・主旨等 2/2）

	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	
	仮設図作成
	 ■有 ・ □無  坑口仮設図作成
	
	
	V

	
	数量計算
	 ■有 ・ □無  全工事の詳細数量を算定する。
	 P.251
	
	V

	
	施工計画
	 ■有 ・ □無  本工事、仮設工事の詳細仮設計画を作成する。
	 P.168
	
	V

	
	特別仕様書作成
	 ■有 ・ □無　各工程について詳細な特別仕様書を作成する。
	 P.350
	
	V

	
	概算工事費積算
	 ■有 ・ □無  主要数量、概算単価により工事費を算定する。
	 P.164
	
	V

	
	総合検討
	 ■有 ・ □無  各工程の総合検討を行う。
	 P.240
	
	V

	
	点検照査とりまとめ
	 ■有 ・ □無  成果品の点検、照査とりまとめ及び報告書の作成。
	 P.250
	
	V

	
	その他
	
	
	
	

	特殊施設
	横坑
	 □有 ・ ■無  該当無し
	
	
	

	
	斜坑
	 □有 ・ ■無     〃
	
	
	

	
	立坑
	 □有 ・ ■無     〃
	
	
	

	
	坑内分水工
	 □有 ・ ■無     〃
	
	
	

	
	坑内合流工
	 □有 ・ ■無     〃
	
	
	

	
	閉塞工
	 □有 ・ ■無     〃
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	注　出典根拠の略称

	設基水ト
設技水ト
設基水工

設技水工
	
	設計基準「水路トンネル」　基準書　平成○年○月
設計基準「水路トンネル」　技術書　平成○年○月
設計基準「水路工」　　　　基準書　平成○年○月

設計基準「水路工」　　　　技術書　平成○年○月

	
	
	

	
	
	


　設計内容（要点）記載表 1.2（設計基本条件 1/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	トンネルの分類
	水理特性
	 ■無圧トンネル
	 P.1
	
	V

	
	地質区分
	 ■岩トンネル　□土砂トンネル
	 P.1
	
	V

	
	工法区分
	 ■矢板工法　　□吹付ロックボルト工法
	 P.1
	
	V

	
	掘削区分
	 ■発破工法　　□機械掘削工法　　□人力掘削工法
	 P.1
	
	V

	用水計画
	計画通水量
	　Q =        3.955 m３/S
	 P.1
	
	V

	
	始点引継水位
	  WL=       101.30 m　  水面標高
	 P.49
	
	V

	
	終点引継水位
	  WL=       101.17 m    水面標高
	 P.49
	
	V

	対外協議の
有無と内容
	河川（建設省）
	 □有 ・ ■無　該当無し
	
	
	

	
	 〃 （県）
	 ■有 ・ □無  ○○川
	 P.26
	
	V

	
	 〃 （市町村等）
	 □有 ・ ■無  該当無し
	
	
	

	
	道路（国道）
	 □有 ・ ■無  該当無し
	
	
	

	
	 〃 （県道）
	 ■有 ・ □無  主要地方道○○～○○線
	 P.27
	
	V

	
	 〃 （市町村道等）
	 ■有 ・ □無  町道○○号線
	 P.27
	
	V

	
	上水道
	 ■有 ・ □無  ○○町営水道
	 P.28
	
	V

	
	下水道
	 □有 ・ ■無  該当無し
	
	
	

	
	用排水路
	 ■有 ・ □無  ○○町土地改良区○○用水路
	 P.28
	
	V

	
	ガ　ス
	 □有 ・ ■無  該当無し
	
	
	

	
	電　力
	 ■有 ・ □無  ○○電力
	 P.29
	
	V

	
	電　話
	 □有 ・ ■無  該当無し
	
	
	

	
	埋蔵文化財
	 □有 ・ ■無     〃
	
	
	

	
	都市計画
	 □有 ・ ■無     〃
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 1.2（設計基本条件 2/2）

	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	
	市町村所有地
	 □有 ・ ■無  該当無し
	
	
	

	
	ＪＲ
	 □有 ・ ■無     〃
	
	
	

	
	その他
	 □有 ・ □無
	
	
	

	設計開始までの
他機関との
協議経過
	
	　県河川協議       発注者側にて対応
	
	
	V

	
	
	  県道路協議              〃
	
	
	V

	
	
	  町道路協議              〃
	
	
	V

	
	
	  町営水道協議            〃
	
	
	V

	
	
	  電力会社協議            〃
	
	
	V

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 1.3（貸与資料の確認）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	貸与資料
	位置図・地形図
	 ■有 ・ □無　S=1/5000  S=1/200
	
	
	V

	
	平面図
	 ■有 ・ □無  S=1/200
	
	
	V

	
	縦断図
	 ■有 ・ □無  S=1/200
	
	
	V

	
	用地関係資料
	 ■有 ・ □無  S=1/600
	
	
	V

	
	地質調査資料
	 ■有 ・ □無  S=1/200　地質調査報告書
	 P.13
	
	V

	
	既設構造物調査資料
	 ■有 ・ □無  S=1/200　地質調査報告書
	 P.20
	
	V

	
	気象水文資料
	 □有 ・ ■無
	
	
	

	
	地下埋設物資料
	 ■有 ・ □無  水道管敷設位置図
	
	
	V

	
	遺跡図
	 □有 ・ ■無
	
	
	

	
	事業計画書
	 ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	全体実施設計書
	 ■有 ・ □無  平成○年度　全体設計報告書
	
	
	V

	
	周辺関連事業
	 □有 ・ ■無
	
	
	

	
	他機関協議資料
	 ■有 ・ □無  道路・河川・上水道・用水路
	
	
	V

	
	その他
	
	
	
	

	事業所単独の
設計指針等
	事業所独自の指針等
	 ■有 ・ □無  ○○用水設計指針
	
	
	V

	
	路線毎の統一基準
	 □有 ・ ■無
	
	
	

	
	既存設計資料
	 ■有 ・ □無  ○○幹線用水路報告書
	
	
	V

	
	その他
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	追加資料の要請
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 1.4（現地調査等 1/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	現状況の把握
	借地予定地点の地目・作物
	　トンネル路線 → 山林　　坑口周辺 → 畑地、雑種地
	 P.26
	
	V

	
	トンネル通過地点の植性
	  雑木林
	 P.26
	
	V

	
	坑口部の地山の安定状況
	  地下水もなく比較的安定している。
	 P.30
	
	V

	
	坑口と民家の位置的関係
	  300 m
	 P.26
	
	V

	
	工事の用・排水路の位置
	  下坑口の小河川利用。
	 P.217
	
	V

	
	仮設用地のスペース
	  十分確保されている。（借地）
	 P.169
	
	V

	
	建設発生土受入地位置
	  別添付図面参照　運土距離 1km
	 P.230
	
	V

	
	その他
	
	
	
	

	隣接又は交差す
る構造物の把握
	道路・河川・鉄道・水路等の隣接
	 ■有 ・ □無　○○県道
	 P.27
	
	V

	
	上記構造物との交差
	 ■有 ・ □無  平面交差
	 P.28
	
	V

	
	上記構造物の改修補強計画
	 ■有 ・ □無  ○○県道まで 20 m のかぶりが確保されている。
	 P.29
	
	V

	
	その他
	
	
	
	

	路線周辺の環境
状況の把握
	工事区域の環境
	 ■有 ・ □無
	 P.26
	
	V

	
	史跡埋蔵文化財
	 □有 ・ ■無  該当物件無し
	
	
	V

	
	景観保存条例等
	 □有 ・ ■無      〃        条例適用箇所無し
	
	
	V

	
	災害防止条例等
	 □有 ・ ■無      〃              〃
	
	
	V

	
	都市計画関係等
	 □有 ・ ■無      〃              〃
	
	
	V

	
	その他
	
	
	
	V

	支障物件の把握
	地上
	別紙調査書
	
	
	V

	
	地下埋設物
	別紙調査書
	
	
	V

	
	井戸水位の観測
	 □有 ・ ■無　該当物件無し
	
	
	V

	
	その他
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 1.4（現地調査等 2/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	坑口周辺の把握
	現地の境界杭
	 ■有 ・ □無　地主立合で確認した。
	 
	
	V

	
	用地図との整合性
	 特に問題なし。
	
	
	

	
	道路状況
	 現況 3.0m 道路を 4.5 m の工事用道路に拡幅。
	 P.236
	
	V

	
	排水路状況
	 坑口小河川利用。
	 P.217
	
	V

	施工条件
	工事用水
	 ■有 ・ □無　坑口部の小河川用水路を利用。
	 P.217
	
	V

	
	工事用電力
	 ■有 ・ □無  近くの高圧（6000 V）より引込む。
	 P.225
	
	V

	
	進入路
	 ■有 ・ □無  工事用道路 300 m 設置。
	 P.236
	
	V

	
	借地できない土地
	 □有 ・ ■無  特になし。
	 P.217
	
	V

	
	濁水処理施設
	 ■有 ・ □無  沈泥槽を設置。
	 P.220
	
	V

	
	一交代又は二交代制計画
	 ■有 ・ □無  二交代制
	 P.169
	
	V

	用地の制約
	トンネル路線
	 ■私有地 　□公有地　 ■地上権　 □用地買収
	
	
	V

	
	坑口部
	 ■私有地 　□公有地　 ■借地及び買収
	
	
	V

	
	建設発生土受入地
	 ■有 ・ □無  運搬距離　1000 m 地点、湿地埋立て
	
	
	V

	
	その他
	
	
	
	

	写真撮影
	路線の全景
	 ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	坑口部周辺
	 ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	隣接及び交差構造物
	 ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	地層及び岩の露頭
	 ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	建設発生土受入地周辺
	 ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	仮設用地
	 ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	水源・排水路
	 ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	その他
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 1.5（設計・計画 その１ 1/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	出典根拠
	
	
	

	計画路線上の地
形・地質条件
	地表・地質調査
	 ■有 ・ □無　雑木林
	設技 P.92
	 P.6
	
	V

	
	現地踏査
	 ■有 ・ □無
	〃
	 P.6
	
	V

	
	土地利用調査
	 ■有 ・ □無
	〃
	 P.7
	
	V

	
	既往資料収集
	 ■有 ・ □無
	〃
	
	
	V

	
	地質縦断図
	 ■有 ・ □無 ボーリング：　２ヶ所　　弾性波探査： 100 m
	〃
	 P.13
	
	V

	
	土質・岩石試験
	 ■有 ・ □無
	〃
	 P.16
	
	V

	
	孔内試験
	□有 ・ ■無
	
	
	
	

	
	特殊土壌地帯の有無
	 □有 ・ ■無
	〃
	
	
	V

	地山区分
	土質・岩石区分
	 ■有 ・ □無  火山角礫岩　γ、δ郡に該当
	設基 P.31 ～ 33
	 P.16
	
	V

	
	弾性波速度
	 ■有 ・ □無  坑口 1.96～8.83 N/s　中心  20.59 N/s
	〃
	 P.16
	
	V

	
	亀裂状態
	 ■有 ・ □無  亀裂のややある風化岩
	〃
	 P.17
	
	V

	
	岩石圧縮強度
	 ■有 ・ □無  1.96～8.83 KN/cm2
	〃
	 P.16
	
	V

	
	断層・破砕帯
	 □有 ・ ■無  特になし
	〃
	 P.13
	
	V

	
	地山強度比
	 ■有 ・ □無  Ｆ0 = 5.3～16.7
	〃
	 P.18
	
	V

	
	風化・変質の程度
	 ■有 ・ □無  坑口の風化が著しい
	〃
	 P.16
	
	V

	
	湧水の程度
	 ■有 ・ □無  計画湧水量：Q = 20 L/km/s
	〃
	 P.20
	
	V

	
	単位体積重量
	 ■有 ・ □無  δC  = 17.65～27.46 N/cm3
	〃
	 P.17
	
	V

	
	その他
	 □有 ・ □無
	〃
	
	
	V

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 1.5（設計・計画 その１ 2/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	報 告 書 

記 載 頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	標　準　値　等
	採　用　値
	採　　用　　理　　由
	出 典 根 拠
	
	
	

	平面計画
	路線選定
	 ■有 ・ □無　比較路線により決定
	 P.27
	
	V

	
	比較路線
	 ■有 ・ □無  ２路線設定
	 P.27
	
	V

	
	最小曲線半径
	 R=Lf２/8de
	       ―
	  直線トンネル
	設基 P.13 
	 P.27
	
	V

	
	
	 Lf:           de:
	
	
	

	
	既設施設との
離隔距離
	併設トンネル
	 20 ～ 30 m
	 県道被り 20 m
	  同　右
	設技 P.169
	
	
	V

	
	
	
	     JR単線：20 m  道路公団二車線：30 m
	
	
	

	
	
	
	掘削幅の2 ～ 5 倍
	       ―
	
	設技 P.169
	
	
	

	
	
	
	日本鉄道技術協会   良質な地山：2倍　　軟弱な地山：５倍
	
	
	

	縦断計画
	縦断勾配　　  無圧トンネル
	I=1/500 ～ 1/5000
	 １／８００
	　最小施工断面
	設基 P.17 
	 P.33
	
	V

	トンネルの最小
土被り厚さ
	トンネル区分
	□素堀り及び吹付け
	□無筋(無支保)
	 ■無筋(有支保)
	 ■鉄筋(有支保)
	
	 P.24
	
	V

	
	土質区分
	 ■岩トンネル　  　□土砂トンネル
	 P.24
	
	V

	
	最小土被り厚さ
	         3.0   m
	         3.0
	 岩トンネル　1.0De NO10+88
	設基 P.15
	 P.44
	表－１
	V
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　設計内容（要点）記載表 1.6（設計・計画 その２ 1/5）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	報 告 書 

記 載 頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	標　準　値　等
	採　用　値
	採　　用　　理　　由
	出 典 根 拠
	
	
	

	トンネル内

空断面及び形状
	内空断面の検討
	 ■有 ・ □無
	 P.34
	
	V

	
	最小施工断面　矢板工法
	支保工内幅　2 m
内空断面の直径

及び高さ1.8m
	 2.0 m
	 同　右
	設基 P.17
	 P.33
	
	V

	
	              吹付ロックボルト
	掘削仕上り直径 2.5～3 m
	 該当無し
	
	
	
	
	

	
	断面形状
	 □幌型　　□標準馬蹄形　　□円形   ■３ｒ幌形　インバート 水平
	 P.35
	図－１
	V

	
	
	
	
	
	

	
	図－１

[image: image1.png]R i
LIS N %
2r=2. OmAi |23 A

EHER TWE
MJE oL
2r=2. OmLA k123 A

M i

I N RV RO b A ASE







　設計内容（要点）記載表 1.6（設計・計画　その２ 2/5）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	報 告 書 

記 載 頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	標　準　値　等
	採　用　値
	採　　用　　理　　由
	出 典 根 拠
	
	
	

	トンネル施工法
の検討
	矢板工法･吹付ロックボルト工法の検討
	 ■有 ・ □無
	設技 P.179
	 P.46
	
	V

	
	トンネル施工法の選択フロー 
	採用支保工： トンネル断面規模から矢板支保工に決定
	設技 P.180
	 P.47
	
	V

	
	鋼製支保工の規格と建込間隔
	1.5～0.9m
	 1.2 or 0.9  m
	  同　右
	設基 P.39 
	〃
	
	V

	
	支保工リブの冷間加工による最小曲線半径の標準
	H形:1.2～4.2m
	 C,D2  1.2 m
	    〃
	設技 P.241
	〃
	
	V

	
	
	鋼管：0.8～1.4m
	 B2    1.06 m
	    〃
	    〃
	〃
	
	V

	
	支保工部材の標準設計 
	
	
	    〃
	設技 P.245
	〃
	
	V

	
	トンネル状態と設計手法    
	標準パターン､
既往参考､解析検討
	 標準パターン
	    〃
	設技 P.295
	 P.67
	
	V

	
	吹付コンクリートの配合例  
	乾式、湿式
	 該当無し
	    〃
	設技 P.300
	  　〃
	
	

	
	ロックボルトの定着方式    
	先端定着、
全面接着、併用
	    〃
	
	設技 P.304
	  　〃
	
	

	
	全面接着方式のロックボルト材質 
	異形、ねじり棒鋼
	    〃
	
	設技 P.310
	  　〃
	
	

	
	全面接着方式のロックボルトの定着材の特徴
	充填型、
フリクション型
	    〃
	
	設技 P.311
	  　〃
	
	

	トンネルタイプ
別判定及び延長
	タイプ判定及び延長
	 ■有 ・ □無
	 P.57
	
	V

	
	トンネルタイプの分類  
	Ａ～Ｅタイプ
	 B2,C,D2
	  同　右
	設基 P.27 
	 P.62
	
	V

	
	岩石区分 
	α～δ群     
	 δ
	    〃
	設基 P.33 
	 P.58
	
	V

	
	トンネルタイプ判定基準        
	                                       〃
	設基 P.31
	 P.59
	
	V

	
	
	                                                                           
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


	　設計内容（要点）記載表 1.6（設計・計画 その２ 3/5）
	
	 各 タ イ プ 毎 に 作 成
	
	

	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	報 告 書 

記 載 頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	標　準　値　等
	採　用　値
	採　　用　　理　　由
	出 典 根 拠
	
	
	

	掘削及び
覆工方式
	掘削方式の検討
	 ■有 ・ □無
	設技 P.355
	 P.171
	
	V

	
	  掘削工法の選定フロー
	採用方式： 発破掘削工法
	 P.171
	
	V

	
	覆工方式の検討
	 ■有 ・ □無      採用方式： 純巻方式
	設技 P.421
	 P.72
	
	V

	
	  矢板工法での設計巻厚の標準
	    下表の通り
	アーチ側   20 cm
	      下表による
	設基 P.45
	 P.72
	B2タイプ
	V

	
	
	
	インバート 15 cm
	
	
	
	
	

	
	　矢板工法の掘削支払量
	    下表の通り
	    5.703 m3
	          〃
	
	 P.252
	   〃
	V

	
	  矢板工法のコンクリート支払量
	    下表の通り
	    2.169 m3
	          〃
	
	 P.254
	   〃
	V
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	吹付ロックボルト工法での設計巻厚の標準
	　　 15～25㎝
	
	 該当無し
	設基 P.47
	
	
	V


　設計内容（要点）記載表 1.6（設計・計画 その２ 4/5）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	報 告 書 

記 載 頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	標　準　値　等
	採　用　値
	採　　用　　理　　由
	出 典 根 拠
	
	
	

	掘削及び
覆工方式
	吹付ロックボルト工法での余掘･余巻･余吹厚
	  下表の通り
	
	  該当無し
	建設省基準,表-3
	
	
	

	
	
	表－３                                    　　  (㎝)
	
	

	
	
	
	トンネルタイプ
	余掘厚
	余巻厚
	余吹厚
	
	
	

	
	
	
	      Ｂ
	  20
	  16
	   4
	
	
	

	
	
	
	      Ｃ
	  17
	  12
	   5
	
	
	

	
	
	
	   Ｄ1，Ｄ２
	  17
	  10
	   7
	
	
	

	
	
	
	      Ｅ
	  17
	  10
	   7
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	ライニングコンクリートの配合例
	無筋コンクリート

 σck=18N/mm2
	 同　右
	   同　右
	設技 P.254.

       255 
	 P.76
	
	V

	
	
	鉄筋コンクリート

 σck=21N/mm2
	 同　右
	   同　右
	
	
	
	V


　設計内容（要点）記載表 1.6（設計・計画 その２ 5/5）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	報 告 書 

記 載 頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	標　準　値　等
	採　用　値
	採　　用　　理　　由
	出 典 根 拠
	
	
	

	坑内運搬及び
換気方式
	坑内運搬方式の検討
	 ■有 ・ □無
	設技 P.392
	 P.180
	
	V

	
	  ズリ処理方式の選択フロー
	採用方式： レール方式
	 P.181
	
	V

	
	換気方式の検討
	 ■有 ・ □無      採用方式： 送気式集中方式
	 P.220
	
	V

	
	 発破による有害ガスの種類と標準発生量
	2号榎 8×10-3m3/㎏
	    45.2  m3/min
	   同　右
	設技 P.448
	  〃
	
	V

	
	 有害ガス等の性質及び抑制目標濃度
	CO→50 ppm
	    50    PPm
	   同　右
	設技 P.449
	  〃
	
	V

	坑門工の形式
及び位置
	坑口位置の検討
	 ■有 ・ □無      上坑口：NO.10+ 6.0
	設技 P.165
	 P.44
	
	V

	
	
	                   下坑口：NO.10+88.0
	 P.45
	
	V

	施工の基本条件
	施工計画の基本事項の検討
	 ■有 ・ □無
	 P.168
	
	V

	
	
	 掘削工及びライニング工の施工計画の手順
	設技P349~351
	 P.170
	
	V

	
	
	 工程方式の選定表      採用方式： 分離方式
	設技 P.352
	 P.171
	
	V

	
	
	 掘削方式の選定表      採用方式： 全断面方式
	設技 P.353
	 P.172
	
	V

	トンネルの特殊条件
	地辷り対策の検討
	 □有 ・ ■無      対策工法：
	
	
	V

	
	湧水量の検討
	 ■有 ・ □無      対策工法： ポンプ排水        湧水量の算定： 20 L/km/s
	 P.221
	
	V

	
	膨張性の地山対策
	 □有 ・ ■無      対策工法： 該当無し
	
	
	V

	
	ガス対策
	 □有 ・ ■無      対策工法： 該当無し
	
	
	V

	隣接及び交叉障害物件
	支障物件の検討・対策
	 ■有 ・ □無      対策方式： 目視による観測
	 P.27
	
	V

	他機関との協議内容
	協議内容の反映
	 ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 2.1（水理検討）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	出典根拠
	
	
	

	水理検討
	水理計算
	 □概略　　□簡易　　■詳細
	
	 P.49
	
	V

	
	計画流量
	 Q=    3.955　　３/sec
	
	 P.49
	
	V

	
	設計流速　　　　　　　最  小
	 V=    0.500　　m/sec（許容値　Vo=0.45 ～ 0.90 m/sec）
	設基 P.21 
	 P.49
	
	

	
	                      最  大
	 V=    1.569　　m/sec（許容値　Vo=2.00 ～ 3.00 m/sec）
	    〃    
	 P.49
	
	V

	
	水理公式            使用公式
	 ■マニング　　□ヘーゼンウィリアムス
	
	 P.49
	
	V

	
	
	 マニング公式 ― 無圧トンネル
	設基 P.23 
	
	
	

	
	粗度係数
	 n =     0.015　　
	
	 P.49
	
	V

	
	水位関係      　　トンネル入口
	 WL=   101.233　　m  水理縦断図
	
	 P.50
	
	V

	
	                  トンネル出口
	 WL=   101.130     m
	
	 P.50
	
	V

	
	損失水頭の計算
	 ■有 ・ □無
	
	 P.50
	
	V

	
	余裕高         Fb= 0.3    m
	 d/D=    0.83　　m

　（0.80 ～ 0.83）洪水を流入させる場合（0.90 ～ 0.93）
	設基 P.23 
	 P.49
	
	V

	
	
	 D-d=    0.30　　m（0.30 m 以上）
	    〃    
	 P.49
	
	V

	
	他工種との流速の対比
	 開水路流速　　　　　   V =    1.170　　m/s
	
	 P.51
	
	V

	
	
	 トンネル、暗渠流速     V1=    1.569　　m/s
	
	 P.51
	
	V

	
	
	            V/V1=    1.34　　   （開水路の 1.3 倍以上）
	設技 P.170
	 P.51
	
	V

	
	その他
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 2.2 （平面・縦断図）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	平　　面　　図
	縦　　断　　図
	
	

	平面・縦断図
	設計始点・終点の表示
	               ■有 ・ □無
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	工種区分の表示
	               ■有 ・ □無
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	計画水位の表示
	
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	水路勾配の表示
	
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	計画水路底高の表示
	
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	流水方向の表示
	               ■有 ・ □無
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	トンネルタイプの表示
	               ■有 ・ □無
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	区間延長・全長の表示
	               ■有 ・ □無
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	工区界の表示
	               ■有 ・ □無
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	裏込注入施工位置の表示
	               ■有 ・ □無
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	付帯施設の表示
	               ■有 ・ □無
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	地質柱状図の表示
	
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	弾性波速度の表示
	
	               ■有 ・ □無
	
	V

	
	方位の表示
	               ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	その他
	
	
	

	
	
	
	
	


	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 2.3 （出入口構造 1/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	報 告 書 

記 載 頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	標　準　値　等
	採　用　値
	採　　用　　理　　由
	出 典 根 拠
	
	
	

	土の諸数値
	土質名
	
	    砂　質　土
	          同　右
	土質報告書
	 P.114
	
	V

	
	単位体積重量              σ
	   17.65 KN/m3
	    17.65　KN/m3
	            〃
	    〃
	   〃
	
	V

	
	内部摩擦角                φ
	      30ﾟ
	    30　　ﾟ
	            〃
	    〃
	   〃
	
	V

	
	粘着力                    c
	
	   　　　 KN/m2
	            ―
	
	
	
	

	躯体重量
	鉄筋コンクリート          γＣ
	   23.73 KN/m３
	   23.73　KN/m３
	          同　右
	標設 P.174
	 P.114
	
	V

	
	無筋コンクリート          γ
	   22.75 KN/m３
	   22.75　KN/m３
	            〃
	    〃
	   〃
	
	V

	
	ブロック                  γｂ
	   22.56 KN/m３
	   ― 　　KN/m３
	          該当無し  
	
	
	
	

	荷重
	背面土の法勾配            i
	
	     ―
	            ―
	
	
	
	

	
	上載荷重                  q
	
	   2.94    KN/m2
	          同　右
	
	 P.115
	
	V

	
	活荷重                    T
	
	     ―
	          該当無し
	
	   〃
	
	V

	
	地下水位                  h
	
	     ―
	            〃
	
	
	
	

	土圧公式等
	土圧公式
	クーロン・ランキン
	   クーロン
	          同　右
	標設 P.175
	 P.115
	
	V

	
	主働土圧係数              KＡ
	
	   0.30　　
	            〃
	    〃
	   〃
	
	V

	
	受働土圧係数              KＥ
	
	     ―
	        
	
	
	
	

	
	壁面摩擦係数              δ
	
	   0
	       構造物の形状
	
	 P.115
	
	V

	
	壁背面の傾斜角            θ
	
	   90　　゜
	            〃
	
	   〃
	
	V

	基礎
	杭基礎
	
	  □有・■無
	杭基礎の場合は別途基礎工
チェックマニュアル
	
	
	
	

	許容応力度
	無筋コンクリートの圧縮応力度   σck
	   5.4 N/mm２
	   5.4    N/mm２
	          同　右
	標設 P.196
	 P.120
	
	V

	
	鉄筋コンクリートの圧縮応力度   σck
	   7.8 N/mm２
	   7.8　　N/mm２
	            〃
	    〃
	   〃
	
	V

	
	鉄筋コンクリートのセン断応力度 τsa
	   0.4 N/mm２
	   0.4    N/mm２
	            〃
	    〃
	   〃
	
	V

	
	鉄筋の許容引張応力度     σsa
	 176.5 N/mm２
	   176.5  N/mm２
	            〃
	    〃
	   〃
	
	V


　設計内容（要点）記載表 2.3（出入口構造 2/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	報 告 書 

記 載 頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	標　準　値　等
	採　用　値
	採　　用　　理　　由
	出 典 根 拠
	
	
	

	部材の安定
	転倒に対しての偏心距離　常　時
	    |e|≦B/6
	  0.475    m
	           同　右
	標準計P.354
	 P.101
	 B = 2.85 m
	V

	
	     〃      　　　　 　地震時
	    |e|≦B/3
	   ―      m
	             〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	滑動に対しての安全率    常　時
	    FＳ≧1.5
	   1.5     m
	             〃
	    〃
	 P.102
	
	V

	
	    〃              　　地震時
	    FＳ≧1.2
	   ―　　　
	             〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	支持力に対して  地盤反力 qmax
	    qmax≦qa
	  19.6     KN/m2
	             〃
	土質報告書
	 P.103
	
	V

	
	             　 許容支持力 qa
	
	  98.1      KN/m2
	             〃
	    〃
	  〃
	
	V

	鉄筋の被り
	コンクリート表面 ～ 鉄筋中心
	    6 ㎝以上
	    6      ㎝
	             〃
	標設 P.212
	 P.114
	
	V

	鉄筋の配置
	鉄筋間隔                   mm
	    250･125
	   250　　　
	     構造計算結果による
	
	  〃
	
	V

	
	最小鉄筋
	    D13@250
	  D13@300　 
	             〃
	
	
	
	V

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 2.4（土工図）坑門工
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容                           
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	

	土工横断図
	土工図面
	 ■有 ・ □無
	
	V

	
	掘削法勾配
	  1 :   1.0　
	
	V

	
	表土掘削深
	  t = 　30     cm
	
	V

	
	土工区分図
	 ■有 ・ □無
	
	V

	
	土質区分（土砂・岩）
	 ■有 ・ □無
	
	V

	
	その他
	
	
	

	数量計算
	　　　　　          工 区 別
 項　目
	       本　　工　　事
	 報告書記載頁
	    仮　　設　　工　　事
	 報告書記載頁
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	表土はぎ              
	            160　　　m3
	 P.238
	          200       m3
	 P.231
	
	V

	
	掘削（土砂）          
	            260      m3
	 P.284
	          110       m3
	  〃
	
	V

	
	 〃　（岩）           
	            330       m3
	  〃
	          ―        m3
	
	
	V

	
	埋戻し                
	            180       m3
	  〃
	          ―        m3
	
	
	V

	
	盛土                  
	            120       m3
	  〃
	          130       m3
	 P.232
	
	V

	
	法面仕上げ（切土）    
	             25       m2
	  〃
	          ―        m2
	
	
	V

	
	    〃    （盛土）    
	             16       m2
	  〃
	          ―        m2
	
	
	V

	
	残土量                
	            350       m3
	 P.286
	          ―        m3
	
	
	V

	
	その他
	
	 
	
	
	
	V

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


	　設計内容（要点）記載表 2.5（構造計算 その１）
	
	 各 タ イ プ 毎 に 作 成
	
	

	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	備　　考
	照査

	内　　　容
	　　　　　　細
	標　準　値　等
	採　用　値
	採　　用　　理　　由
	出 典 根 拠
	報告書記載頁
	
	

	支保工
（矢板工法）
	トンネルタイプ：　　B2　タイプ
	
	
	
	
	 P.64
	
	V

	
	支保工種別
	     Ｈ形鋼
	    H-100
	       経済比較による
	
	  〃
	
	V

	
	　　〃
	     鋼　管
	   φ89.1
	           　〃
	
	  〃
	
	V

	
	支保工に作用する緩み高さ(m)
	   下表による
	    0.5De
	           同　右  
	設基 P.294 
	  〃
	 
	V

	
	支保工の建込間隔(m)
	
	     1.2 
	             〃
	設基 P.39 
	  〃
	 
	V

	
	緩み荷重の単位体積重量(KN/m３)
	
	    22.6 
	             〃
	土質報告書
	 P.65
	
	V

	
	掘削断面の直径(m)
	
	     2.7 
	             〃
	積算基準
	  〃
	
	V

	
	垂直土圧(KN/m２)
	
	    30.4 
	             〃
	設技 P.247
	  〃
	 
	V

	
	支保工に作用する軸方向力(N)
	
	    41.2 
	             〃
	    〃    
	 P.66
	 
	V

	
	ブロッキング間隔(m)
	
	     0.6 
	             〃
	設技 P.242 
	  〃
	 
	V

	
	支保工部材の断面積(㎝２)
	
	     9.4 
	             〃
	
	  〃
	
	V

	
	支保工に生じる曲げモーメント(N･㎝)
	
	    152.3
	             〃
	設技 P.249
	  〃
	 
	V

	
	支保工の断面係数(㎝３)
	
	    19.4 
	             〃
	設技 P.238
	  〃
	
	V

	
	支保工に発生する応力度(N/㎝２)
	
	    122  
	             〃
	設技 P.249
	 P.67
	 
	V

	
	支保工部材の許容応力度(N/㎝２)
	    178 N/㎝２
	    178     N/cm2
	             〃
	    〃    
	  〃
	 
	V

	
	その他  　        Lr=1820/σ
	    1.46 m → 1.2 m
	
	

	
	
	表－４
	
	

	
	
	       支保工に作用する緩み高さ及び建込み間隔の標準値
	
	

	
	
	
	  B1
	  B2
	  C
	  D1
	  D2
	E
	
	
	

	
	
	  緩み高さ  　
	 0.5 De
	 0.5 De
	 1.0 De
	 2.0 De
	 2.0 De
	2.0De
	
	
	

	
	
	　建込み間隔
	 1.5 m
	 1.2 m
	 1.2 m
	 0.9 m
	 0.9 m
	0.9m
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 2.5（構造計算 その２ 1/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	出典根拠
	
	
	

	吹付ロックボルト工法
	支保工
	
	
	
	
	

	
	　切羽の自立性の検討
	 □有 ・ □無　                   　　　     該当無し
	
	
	
	

	
	　地山状態及び挙動検討
	 □有 ・ □無                  　　　　        〃
	
	
	
	

	
	　湧水状態検討
	 □有 ・ □無                  　　　          〃   
	
	
	
	

	
	　吹付コンクリートロックボルト・鋼製
	 □有 ・ □無                   　　　         〃   
	
	
	
	

	
	　支保工単独及び組合せの検討
	
	
	
	
	

	
	　施工法施工時期の検討
	 □有 ・ □無               　　　           該当無し
	
	
	
	

	
	　支保パターンの決定
	 □標準パターン　□既往参考　□解析検討 　　　  〃   
	設技 P.295
	
	
	

	
	　吹付コンクリートの配合強度
	 □σck=18N/mm2　□乾式　□湿式   　　　　　　  〃   
	設技P299~300
	
	
	

	
	　吹付コンクリートの補強
	 □溶接全網　(JIS G 3551)          　　　      〃   
	
	
	
	

	
	　ロックボルトの作用効果
	· 縫付け　□はり形式　□内圧　

· □アーチ形式　□地山改良   　　　  　　　    〃   
	設技 P.303
	
	
	

	
	　ロックボルトの定着方式
	 □先端定着　□全面溶接　□併用       　　　    〃   
	
	
	
	

	
	  ロックボルトの材質及び強度
	 □異形鉄筋　□ねじり棒鋼         　　　        〃   
	設技 P.310
	
	
	

	
	　変形余裕高の決定
	 □有 ・ □無  　　　　　　         　　　　     〃   
	
	
	

	
	補助工法の選択
	
	
	
	

	
	　水抜きボーリング
	 □有 ・ □無      採用工法：　　　　　　　　　　採用理由：  該当無し
	
	
	

	
	　ディープウェル　
	 □有 ・ □無                                                   〃   
	
	
	

	
	　ウェルポイント
	 □有 ・ □無                                                   〃   
	
	
	

	
	　注入工法
	 □有 ・ □無                                                   〃   
	
	
	

	
	　凍結工法
	 □有 ・ □無  　　　　                                         〃   
	
	
	

	
	　圧縮工法
	 □有 ・ □無  　　　　　                                       〃   
	
	
	

	
	　その他
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 2.5（構造計算 その２ 2/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	出典根拠
	
	
	

	吹付ロックボルト工法
	施工中の観察及び計測
	
	
	
	

	
	　坑内観察
	 □有 ・ ■無  該当無し
	
	
	

	
	　内空変位、天端沈下測定
	 □有 ・ ■無     〃   
	
	
	

	
	　地中変位測定
	 □有 ・ ■無     〃   
	
	
	

	
	　ロックボルト軸力測定
	 □有 ・ ■無     〃   
	
	
	

	
	　コンクリート応力測定
	 □有 ・ ■無     〃   
	
	
	

	
	　周辺影響の測定
	 □有 ・ ■無     〃   
	
	
	

	
	　その他
	
	
	
	

	
	トンネルタイプ
	
	
	
	

	
	　タイプ分類
	タイプ L=　  　　 　    タイプ L=              該当無し
	設技 P.292
	
	
	

	
	　吹付コンクリートの厚さ
	 t=0～20 ㎝                                      〃   
	    〃    
	
	
	

	
	　ロックボルトの長さ
	 L=0.4e’～0.6e’                                   〃   
	    〃    
	
	
	

	
	　ロックボルトの間隔
	 周方向：1.0以下～1.5 m  延長方向：0.8～2.0 m    〃   
	    〃    
	
	
	

	
	  支保工建込間隔
	 0.8～1.2                                        〃   
	    〃    
	
	
	

	
	　その他
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	構造計算
	
	
	
	

	
	　鋼製支保工
	 □有 ・ □無         矢板工法に準ずる         該当無し
	
	
	

	
	　鉄筋コンクリートライニング
	 □有 ・ □無               〃                   〃   
	
	
	

	
	　その他
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 2.5（構造計算 その３ 1/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	報 告 書 

記 載 頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	標　準　値　等
	採　用　値
	採　　用　　理　　由
	出 典 根 拠
	
	
	

	本体工
	解析方法
	係数表
	    係　数　表
	          同　右
	設技 P.264
	 P.75
	
	V

	
	
	弾性重心法
	
	
	
	
	
	

	
	
	有限要素法
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	荷重条件　土の単位体積重量(湿潤)
	
	    17.65  KN/m３
	          同　右
	土質報告書
	 P.74
	
	V

	
	       　　　〃　 (水中)
	
	     9.81  KN/m３
	            〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	      土の内部摩擦角
	　　　 30ﾟ
	     30     ﾟ
	            〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	　　　土圧係数
	      0.5
	     0.5　
	            〃
	
	  〃
	
	V

	
	　　　鉄筋コンクリート単位体積重量
	   24.03 KNm３
	    24.03  KN/m３
	            〃
	設技 P.283
	  〃
	
	V

	
	　　　水の単位体積重量
	   9.81 KN/m３
	    9.81   KN/m３
	            〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	荷重　　　等分布垂直荷重
	
	    74.53  KN/m２
	          同　右
	設技 P.264
	 P.76
	
	V

	
	          等分布水平荷重
	
	    24.52  KN/m２
	            〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	　　　　　三角分布水平荷重
	
	     5.88  KN/m
	            〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	　　　　　充満水による水圧
	
	
	
	    〃
	  〃
	
	V

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	部材厚　　クラウン
	 最小厚 25 ㎝
	     25     cm
	          同　右
	設技 P.256
	 P.74
	
	V

	
	　　　　　サイド
	      〃
	     25     cm
	            〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	　　　　　インバート中央
	      〃
	     25     cm
	            〃
	    〃
	  〃
	  
	V

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 2.5（構造計算 その３ 2/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	報 告 書 

記 載 頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	標　準　値　等
	採　用　値
	採　　用　　理　　由
	出 典 根 拠
	
	
	

	本体工
	許容応力度 コンクリート曲げ圧縮応力度
	σca=7.8 N/mm２
	   7.8   N/mm２
	         同　右
	設技 P.281
	 P.74
	
	V

	
	          許容セン断応力度
	τsa=0.4 N/mm２
	   0.4   N/mm２
	           〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	　　　　　許容付着応力度
	τba=1.5 N/mm２
	   1.5   N/mm２
	           〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	          鉄筋の許容引張応力度
	σsa=176.5N/mm２
	  176.5  N/mm２
	           〃
	    〃
	  〃
	 
	V

	
	鉄筋の被り コンクリート表面～鉄筋中心
	      6 ㎝
	     6    cm
	           〃
	標設 P.212
	  〃
	
	V

	
	
	
	
	
	
	 
	
	

	
	鉄筋配置　クラウン
	  @25 ～ 30 ㎝
	 D13@300
	         同　右
	設技 P.256
	 P.77
	
	V

	
	          サイド
	      〃
	 D13@300
	           〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	          インバート 脚部
	      〃
	 D19@150
	           〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	          インバート 中央部
	      〃
	 D19@300
	           〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 2.5（構造計算 その４）
	検　　　討　　　項　　　目
	出典根拠
	
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	出典根拠
	
	
	

	補助工法
	裏込注入　　注入区間の検討
	 ■有 ・ □無          注入区間 L =   　82      m
	設技 P.270
	 P.88
	
	V

	
	　　　　　　注入材料の検討
	 ■有 ・ □無          注入材料：　 エアーモルタル 
	    〃    
	 P.89
	
	V

	
	　　　　　　注入圧
	基準値　　0.2 N/㎝２    採 用 値：      0.2      N/mm２
	設技 P.273
	  〃
	
	V

	
	ウィープホール     設置の検討
	 ■有 ・ □無         設計区間 L =     82      m
	設技 P.341
	 P.90
	
	V

	
	アンダードレーン　 設置の検討
	 ■有 ・ □無         設計区間 L =     82      m
	    〃    
	  〃
	
	V

	
	サイドドレーン     設置の検討
	 □有 ・ ■無         設計区間 L =     ―      m
	設技 P.274
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 2.6（構造計算 その５）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	報 告 書 

記 載 頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	標　準　値　等
	採　用　値
	採　　用　　理　　由
	出 典 根 拠
	
	
	

	坑門工
	荷重条件 土の単位体積重量(湿潤)
	    17.65 KN/m３
	   17.65   KN/m３
	同　右
	土質報告書
	 P.100
	
	V

	
	          土の内部摩擦角
	    30ﾟ
	   30     ゜
	〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	          土圧係数
	    0.3
	   0.3　 
	〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	          上載荷重
	  
	   2.94   KN/m２
	群集荷重
	
	  〃
	
	V

	
	          活荷重
	  
	   ―　　
	―
	
	
	
	V

	
	　　　　　地下水位
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　　　　
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	部材の厚さ
	  
	   40     cm
	構造計算による
	
	 P.114
	
	V

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	許容応力度 コンクリート曲げ圧縮応力度
	σca=7.8 N/mm２
	   7.8   　N/mm２
	同　右
	標設 P.196
	 P.115
	
	V

	
	          許容セン断応力度
	τsa=0.4 N/mm２
	   0.4   　N/mm２
	〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	          許容付着応力度
	τba= 1.5N/mm２
	   1.5   　N/mm２
	〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	          鉄筋の許容引張応力度
	σsa=176.5N/mm２
	  176.5  　N/mm２
	〃
	    〃
	  〃
	
	V

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	鉄筋の被り
	     6 ㎝
	    6     ㎝
	同　右
	標設 P.212
	 P.115
	
	V

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	鉄筋の配量
	 D,     @,
	
	D13@300
	
	 P.120
	
	V

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


	　設計内容（要点）記載表 2.7（構造図 その１）
	
	 各 タ イ プ 毎 に 作 成
	
	

	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	報　告　書
	設　計　図
	
	
	

	構造図
（標準断面図）
	部材厚　　　　アーチ
	           P.74
	            25    ㎝
	
	 D2タイプ
	V

	
	  〃          サイド
	            〃
	            25    ㎝
	
	
	V

	
	  〃          インバート
	            〃
	            25    ㎝
	
	
	V

	
	半径　　　　　　r
	
	            90    ㎝
	
	
	V

	
	ウィープホール
	           P.90
	        ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	裏込注入孔
	           P.88
	        ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	支保工材の加工及び各部寸法図
	           P.65
	        ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	木製矢板断面図
	           P.74
	        ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	吹付ロックボルト断面図
	
	        □有 ・ ■無
	該当無し
	
	V

	
	その他
	
	
	
	
	

	配筋図
	鉄筋の加工図
	
	       
	
	
	

	
	鉄筋の被り（表面～中心）
	
	            6     ㎝
	
	
	V

	
	配
筋
計
画
	 アーチ      主鉄筋
          
	P.74
	         D13@300 
	
	
	V

	
	
	   〃        配力筋
	      　　　〃
	         D13@300 
	
	
	V

	
	
	 サイド      主鉄筋
	            〃
	         D13@300 
	
	
	V

	
	
	   〃        配力筋
	            〃
	         D13@300 
	
	
	V

	
	
	 インバート  主鉄筋
	            〃
	         D19@300 
	
	
	V

	
	
	     〃      配力筋
	            〃
	         D13@300 
	
	
	V

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	            
	
	
	
	

	
	鉄筋定着長及び継手（30 D）
	           P.74
	
	
	
	V

	
	鉄筋番号の引き出し
	
	        ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	鉄筋重量表
	
	        ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	その他
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 2.7（構造図 その２）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　　容
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	報　告　書
	設　計　図
	
	
	

	構造図
（坑門工及び
その他）
	部材厚                   　 ㎝
	         P.114
	            40     cm
	
	
	V

	
	現地盤の表示
	
	        ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	注意事項
	
	        ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	配筋図
	鉄筋の加工図
	         P.120
	        ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	鉄筋の被り（表面～中心）    ㎝
	          〃
	            6      ㎝
	
	
	V

	
	
	
	
	
	
	

	
	主鉄筋
	         P.120
	          D13@300 
	
	
	V

	
	配力筋
	          〃
	          D13@300
	
	
	V

	
	
	
	
	
	
	

	
	鉄筋定着長及び継手（30 D）
	         P.120
	            30D　
	
	
	V

	
	鉄筋番号の引き出し
	          〃
	        ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	鉄筋重量表
	         P.122
	        ■有 ・ □無
	
	
	V

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 3.1（数量計算 1/3）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	トンネル数量
	土質区分
	 □土砂　■岩
	
	
	V

	
	トンネルタイプと延長
	　　　　 Ｂ2  タイプ        L =      40.0       m
	 P.58
	
	V

	
	
	         Ｃ   タイプ        L =      24.0       m
	  〃
	
	V

	
	
	         Ｄ2  タイプ        L =      18.0       m
	  〃
	
	V

	
	
	              タイプ        L =                 m
	
	
	

	
	           項　　目
	   数量計算
	  数量計算及びとりまとめは適切か
	
	
	V

	
	掘削                   　
	 ■有 ・ □無
	  各タイプ毎の支払数量
	 P.252
	
	V

	
	鉄筋コンクリート
	 ■有 ・ □無
	  Ｄ2タイプ           σ28 = 21  N/mm2
	 P.255
	
	V

	
	無筋コンクリート
	 ■有 ・ □無
	                      σ28 = 18  N/mm2
	 P.258
	
	V

	
	吹付コンクリート　　
	 □有 ・ ■無
	  該当無し
	  ―
	
	

	
	ロックボルト
	 □有 ・ ■無
	     〃
	  ―
	
	

	
	支保工        （Ｈ鋼：鋼管）
	 ■有 ・ □無
	  鋼製リブ式、一般構造用炭素鋼鋼管
	 P.256
	
	V

	
	矢板          　（木製）
	 ■有 ・ □無
	  松矢板、雑矢板
	 P.259
	
	V

	
	裏込注入
	 ■有 ・ □無
	  エアーモルタル
	 P.270
	
	V

	
	型枠
	 ■有 ・ □無
	  鋼製組立式型枠
	 P.260
	
	V

	
	止水板
	 ■有 ・ □無
	  ゴム止水板　b = 200 mm
	 P.272
	
	V

	
	鉄筋
	 ■有 ・ □無
	  SD 295B
	 P.257
	
	V

	
	ウィープホール
	 ■有 ・ □無
	  φ50 塩ビ管
	 P.272
	
	V

	
	アンダードレーン
	 ■有 ・ □無
	  有孔塩ビ管　φ100
	 P.274
	
	V

	
	その他
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 3.1（数量計算 2/3）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	坑門工その他
	コンクリート
	 ■有 ・ □無
	
	 P.283
	
	V

	
	型枠
	 ■有 ・ □無
	
	  〃
	
	V

	
	鉄筋
	 ■有 ・ □無
	
	 P.284
	
	V

	
	養生
	 ■有 ・ □無
	
	 P.285
	
	V

	
	その他
	
	
	
	
	

	指定仮設
	横坑
	 □有 ・ ■無
	　該当無し
	
	
	V

	
	斜坑
	 □有 ・ ■無
	     〃
	
	
	V

	
	立坑
	 □有 ・ ■無
	     〃
	
	
	V

	
	工事用道路
	 ■有 ・ □無
	  幅員 B = 4.5 m　延長 L = 300 m
	 P.234
	
	V

	
	建設発生土受入地
	 ■有 ・ □無
	  運土距離 1 km
	 P.237
	
	V

	
	土留工
	 ■有 ・ □無
	  雑石積 H = 1.5 m
	 P.239
	
	V

	
	仮設橋梁
	 ■有 ・ □無
	  H-300 主桁　橋長 L = 5.0 m
	 P.240
	
	V

	
	その他
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 3.1（数量計算 3/3）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	無指定仮設
	給水施設
	 ■有 ・ □無
	
	 P.219
	
	V

	
	排水施設
	 ■有 ・ □無
	
	 P.221
	
	V

	
	濁水処理
	 ■有 ・ □無
	
	 P.222
	
	V

	
	受電設備
	 ■有 ・ □無
	
	 P.229
	
	V

	
	照明施設
	 ■有 ・ □無
	
	 P.227
	
	V

	
	換気施設
	 ■有 ・ □無
	
	 P.226
	
	V

	
	坑口仮設
	 ■有 ・ □無
	
	 P.231
	
	V

	
	騒音対策施設
	 ■有 ・ □無
	
	 P.232
	
	V

	
	工事用道路
	 ■有 ・ □無
	
	 P.234
	
	V

	
	安全施設
	 ■有 ・ □無
	
	 P.235
	
	V

	
	送気施設
	 ■有 ・ □無
	
	 P.217
	
	V

	
	軌条施設
	 ■有 ・ □無
	
	 P.224
	
	V

	
	ズリビン施設
	 ■有 ・ □無
	
	 P.236
	
	V

	
	その他
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


  設計内容（要点）記載表 3.2（施工計画 1/4）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	掘削
ライニング計画
	トンネル延長
	 L =   82    m
	 P.25
	
	V

	
	土質区分
	 ■岩トンネル　　□土砂トンネル
	  〃
	
	V

	
	施工坑口の位置
	 □上坑口　　■下坑口　　□斜坑　　□立坑　　□横坑　　□両坑口
	  〃
	
	V

	
	トンネル断面形状
	 □標準馬蹄形　　■幌形　　□円形
	  〃
	
	V

	
	トンネルタイプ
	 □A タイプ　□B1タイプ　■B2タイプ　■Cタイプ　□D1タイプ　■D2タイプ
	 P.57
	
	V

	
	
	 □クローズドトランシジョン     ■オープントランシジョン
	  〃
	
	V

	
	各タイプ毎の数量計算
	 ■有 ・ □無
	 P.251
	
	V

	
	工程方式の選定
	 ■有 ・ □無   採用方式：分離方式　　　　採用理由：地山の安定,小断面
	 P.169
	
	V

	
	掘削方式の選定
	 ■有 ・ □無   採用方式：全断面方式　　　採用理由：    〃       〃
	 P.171
	
	V

	
	掘削工法の分類
	 ■有 ・ □無　 採用方式：発破掘削工法　　採用理由：岩トンネル   〃
	 P.172
	
	V

	
	切羽安定の補助工法
	 □有 ・ ■無   採用工法：　　　　　　　　採用理由：    
	 
	
	V

	
	ズリ処理の選定
	 ■有 ・ □無   採用方式：ロッカーショベル積込 　採用理由：小断面
	 P.180
	
	V

	
	ズリ搬出方式の検討
	 ■有 ・ □無   採用方式：レール方式　　　採用理由：  〃
	  〃
	
	V

	
	ズリ捨て計画
	 ■有 ・ □無   採用方式：ズリビンホッパー 　　採用理由：坑口地形の形状
	 P.181
	
	V

	
	支保工搬入、据付け
	 ■有 ・ □無             ズリ鋼車、人力据付  
	 P.217
	
	V

	
	吹付けコンクリート計画
	 □有 ・ ■無
	
	
	

	
	ロックボルト穿孔据付け計画
	 □有 ・ ■無
	
	
	

	
	ライニング方式の選定 アーチサイド
	 ■有 ・ □無   採用方式：コンクリートポンプ車 　採用理由：短いトンネル
	 P.200
	
	V

	
	                  インバート
	 ■有 ・ □無   採用方式：　　〃　　　　　　　　 採用理由：    〃
	  〃
	
	V

	
	使用型枠          アーチサイド
	 □スチールフォーム　　　■鋼製組立式型枠メタルフォーム
	  〃
	
	V

	
	裏込注入計画
	 ■有 ・ □無
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 3.2（施工計画  2/4 ）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	工程計画
	準備、跡片付け
	  ■有 ・ □無
	
	 P.215
	
	V

	
	一方又は二方作業計画
	  ■有 ・ □無
	  二方作業で計画
	  〃
	
	V

	
	掘削サイクルタイム計画
	  ■有 ・ □無
	  各タイプのサイクルタイムを算定
	 P.188
	
	V

	
	ライニングサイクルタイム計画
	  ■有 ・ □無
	               〃
	 P.205
	
	V

	
	裏込注入計画
	  ■有 ・ □無
	  エアーモルタル
	 P.207
	
	V

	
	坑口仕上げ
	  ■有 ・ □無
	  切土法面、種子吹付
	 P.243
	
	V

	
	工程制限有無
	  □有 ・ ■無
	
	
	
	

	
	その他日数
	  □有 ・ □無
	
	
	
	

	
	全工程日数
	  ■有 ・ □無
	
	 P.215
	
	V

	土捨計画
	
	
	
	
	
	

	
	建設発生土受入地用地確保
	　■買収  □借地
	  
	 P.245
	
	V

	
	建設発生土受入地護岸工事
	  ■有 ・ □無
	  雑石積
	  〃
	
	V

	
	建設発生土受入地法面復旧
	  ■有 ・ □無
	  種子吹付工
	 P.246
	
	V

	
	排水施設
	  ■有 ・ □無
	  有孔管 φ300 
	  〃
	
	V

	
	表土復旧
	  ■有 ・ □無
	
	  〃
	
	V

	
	その他
	
	
	  〃
	
	V

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 3.2（施工計画  3/4 ）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	工事用仮設計画
	坑口仮設用地の確保
	  ■有 ・ □無
	
	 P.216
	
	V

	
	給水施設計画
	  ■有 ・ □無 
	  坑口上部に給水槽を設置する。
	 P.217
	
	V

	
	排水施設計画
	  ■有 ・ □無
	  坑内排水、坑外排水計画
	 P.218
	
	V

	
	濁水処理計画
	  ■有 ・ □無
	  湧水量より沈でん槽規模を決定する。
	 P.217
	
	V

	
	受電設備計画
	  ■有 ・ □無
	  高圧受電、受電容量の決定。
	 P.220
	
	V

	
	照明施設計画
	  ■有 ・ □無
	  坑内、外照明計画
	 P.220
	
	V

	
	換気施設計画
	  ■有 ・ □無
	  必要換気量よりファン規格を算出
	 P.219
	
	V

	
	坑口仮設計画
	  ■有 ・ □無
	  ズリ処理施設計画
	 P.216
	
	V

	
	軌条施設計画
	  ■有 ・ □無
	  22 K レール・袋線
	 P.221
	
	V

	
	工事用道路計画
	  ■有 ・ □無
	  幅員 4.5 m　延長 L = 300 m
	 P.222
	
	V

	
	安全施設計画
	  ■有 ・ □無
	
	 P.223
	
	V

	
	送気施設計画
	  ■有 ・ □無
	  コンクプレッサー計画
	 P.224
	
	V

	
	ズリビン施設計画
	  ■有 ・ □無
	  ズリビンポッパー　プレートヒーダー
	 P.225
	
	V

	
	その他
	
	
	
	
	

	保安施設
	保安施設
	
	  関係法規を満足しているか。
	
	
	

	
	　照明施設
	  ■有 ・ □無
	
	 P.220
	
	V

	
	　換気施設
	  ■有 ・ □無
	
	 P.216
	
	V

	
	　坑内排水
	  ■有 ・ □無
	
	 P.218
	
	V

	
	　通　　路
	  ■有 ・ □無
	
	 P.221
	
	V

	
	　安全点検
	  ■有 ・ □無
	
	 P.226
	
	V

	
	　労働衛生
	  ■有 ・ □無
	
	 P.226
	
	V

	
	　火災及び爆発防止
	  ■有 ・ □無
	
	 P.227
	
	V

	
	　緊急時の処置
	  ■有 ・ □無
	
	 P.228
	
	V

	
	　その他
	
	
	
	
	V


　設計内容（要点）記載表 3.2（施工計画  4/4 ）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	環境保全
	公害防止
	
	 公害防止法を満足しているか
	 
	
	

	
	　水質汚濁防止
	  ■有 ・ □無
	
	 P.226
	
	V

	
	　騒音振動規制規則
	  ■有 ・ □無
	
	 P.230
	
	V

	
	　大気汚染防止
	  ■有 ・ □無
	
	 P.229
	
	V

	
	　産業廃棄物の処理
	  ■有 ・ □無
	
	 P.231
	
	V

	
	　自然環境の保全
	  ■有 ・ □無
	
	 P.232
	
	V

	
	  その他
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 3.3（特別仕様書  1/2）
	

検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	総則
	適用範囲
	  ■有 ・ □無
	 適用範囲は適切に表現されているか
	 P.290
	
	V

	
	
	  
	
	
	
	

	工事範囲
	目　的
	  ■有 ・ □無
	工事内容は適切か
	 P.290
	
	V

	
	工事場所
	  ■有 ・ □無
	         〃
	  〃
	
	V

	
	工事概要
	  ■有 ・ □無
	         〃
	  〃
	
	V

	
	工事数量
	  ■有 ・ □無
	         〃
	 P.291
	
	V

	
	工　　期
	  ■有 ・ □無
	         〃
	 P.290
	
	V

	施工条件
	工程制限
	  □有 ・ □無
	 施工条件は示されているか      該当無し
	
	
	

	
	部分引渡し
	  □有 ・ □無
	          〃                      〃
	
	
	

	
	貸与資機材
	  □有 ・ □無
	          〃                      〃
	
	
	

	
	官側買収及び借用地
	  ■有 ・ □無
	          〃
	 P.292
	
	V

	
	その他
	  □有 ・ □無
	          〃
	 
	
	

	現場条件
	土　　質
	  ■有 ・ □無
	 現場条件は示されているか
	 P.292
	
	V

	
	埋設物及び交差施設
	  ■有 ・ □無
	          〃
	 P.295
	
	V

	
	関連工事
	  ■有 ・ □無
	          〃
	  〃
	
	V

	
	その他
	  □有 ・ □無
	          〃
	
	
	

	指定仮設
	横坑
	  □有 ・ □無
	 指定仮設は網羅されているか    該当無し
	
	
	

	
	斜坑
	  □有 ・ □無
	          〃                      〃
	
	
	

	
	立坑
	  □有 ・ □無
	          〃                      〃
	
	
	

	
	工事用道路
	  ■有 ・ □無
	          〃
	 P.300
	
	V

	
	土捨場
	  ■有 ・ □無
	          〃
	 P.302
	
	V


　設計内容（要点）記載表 3.3（特別仕様書  2/2）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	
	土留工
	  ■有 ・ □無
	 指定仮設は網羅されているか
	 P.303
	
	V

	
	仮設橋梁
	  ■有 ・ □無
	          〃
	 P.303
	
	V

	
	その他
	  □有 ・ □無
	          〃
	
	
	

	工事用材料
	規格及び品質
	  ■有 ・ □無
	使用する主要材料の記述は適切か
	
	
	V

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	施工
	掘削、支保工、ライニング、裏込注入
	  ■有 ・ □無
	必要事項の記述がなされているか
	
	
	V

	
	付帯工、仮設備、その他
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	復旧工
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表 3.4（設計報告書 ）
	検　　　討　　　項　　　目
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	報告書記載頁
	備　　考
	照査

	内　　　容
	詳　　　　　　細
	
	
	
	

	設計概要
	概要書
	  ■有 ・ □無
	設計内容の概要が記述されているか
	
	
	V

	
	
	
	
	
	
	V

	設計内容
	目　的
	  ■有 ・ □無
	設計内容は適切か
	
	
	V

	
	工事場所
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	基本条件
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	細部設計
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	水理、構造設計
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	補助工法
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	付帯施設
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	施工計画
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	設計数量
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	概算工事費
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	その他
	  □有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	設計条件
	設計流量
	  ■有 ・ □無
	設計条件は示されているか
	
	
	V

	
	土　質
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	関連工事
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	その他
	  □有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	報告書様式
	報告書の様式
	  ■有 ・ □無
	設計業務報告書は適切か
	
	
	V

	
	計算式、数値等の出典、根拠
	  ■有 ・ □無
	明示されているか
	
	
	V

	
	文献等の出典、根拠
	  ■有 ・ □無
	         〃
	
	
	V

	
	計算過程
	  ■有 ・ □無
	理解しやすいようになっているか
	
	
	V

	コスト縮減対策
	提案内容
	  ■有 ・ □無
	具体的な提案がなされているか
	
	
	


トンネルの最小土被標　　�
岩トンネル�
土砂トンネル�
�
素堀り及び及びコンクリート吹き付け断面�
10De,ただし


最小30ｍ�
－�
�
無筋コンクリートライニング断面


（無支保）�
3De�
－�
�
無筋コンクリートライニング断面


（有支保）�
2De�
3De�
�
鉄筋コンクリート


ライニング断面


（有支保）�
中間部�
1.0De�
1.5De�
�
�
坑口部�
2ｍ�
3ｍ�
�
　注　1.De：トンネル掘削断面の直径（ｍ）（余堀りを含む）


　　　2.土被りの厚さはトンネル本体上端から地表までの高さ
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